


































































































年 1960 1965 1970 1975 1980
人口 8,394 7,492 6,716 6,279 6,059
1985 1990 1995 2000 2005 2010

























































































































































































































































































































































































































世帯数 人　口 2013年度取組 2014年度取組
1 旧大江町 毛原 16 31 棚田体感ツアー 棚田体感ツアー
2 北原 8 13 地区マップ（パンフレット作成） 地区マップ（パンフレット作成）
3 橋谷 22 34 － 防災備品倉庫の修繕
4 小谷 9 13 畳の張り替え 大型ストーブ、防災グッズの購入
5 小原田 39 77 防災グッズ購入 玄関と屋根の修繕
6 日藤 9 17 － －
7 在田 22 40 畳の張り替え 会議机といすの購入
8 旧福知山市 下野条 25 57 雨樋の修繕 公民館の電球のLED化
9 上野条 20 36 絵手紙教室他 絵手紙教室他
10 坂室 8 37 防獣網の設置 防獣網の設置
11 旧三和町 西松 25 55 窓のサッシ化 エアコンの設置
12 田ノ谷 8 17 防獣用檻の購入設置 公民館周辺の整備





















































































































































































4） 日 本 創 成 会 議 ホ ー ム ペ ー ジ　http://www.
policycouncil.jp/、2015年10月13日最終確認。
5）ここでの「創発」は、次の内発的発展論に対する
吉原直樹の批判的な指摘を念頭において使用してい
る。「内発的発展は、人と人、人と物の『あいだ』
に先験的に存在するもの（いわば固定化した伝統）
を前提にしているようにみえる。『そこから立ちあ
らわれてくるもの』に焦点化されているのである。
それは一見、ここでいう創発態と相同的であるよう
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集落活動と集落支援の創発
にみえるが、やはり『あいだ』からプロセスとして
あらわれる創発態とは似て非なるものである。むし
ろその点では、内発的発展は『内面化された起源』
にこだわるマッシーのいう『進歩的な場所感覚』と
響き合っているかもしれない」（吉原，2008：264-
265）。
6）荒木俊馬元京都帝国大学宇宙物理学教授は、戦後
10年ほど上夜久野村平野に移住し、農業に従事した
（夜久野町史編集委員会編，2005）。この時期に執筆
された『大宇宙の旅』に影響を受け、松本零士氏が『銀
河鉄道999』を執筆したという。
7）これは合併前の旧福知山市の茶についても同様で
ある（安藤，2012）。
8）地域の実情に詳しく、集落対策の推進に関して知
見を有した人材が、地方自治体からの委託を受け、
市町村職員と連携し、集落への「目配り」として集
落の巡回、状況の把握等を実施している。2011年で
は全国に専任では約300人設置されている。
9）現在、鰺坂学同志社大学教授を代表として、「半
農半Ｘ」やＩターンで注目が高まる綾部市（塩見，
2008）の調査を継続中である。
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